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令和４年度第２回稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会幹事会 

 

と き 令和４年６月24日（金）午後３時 

ところ 龍ケ崎地方衛生組合議場 

 

１．開 会 

２．協議事項 

（１）令和４年度第１回稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会の協議事項について 

 ア ３組合及び構成市町村議会への説明の顛末について 

 イ 財政・管財分科会の進捗状況について 

 ウ 組織・人事・給与分科会の進捗状況について 

 エ 法制分科会の進捗状況について 

 オ 稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化（新組合設置）計画（案）について 

（２）その他 

３．閉 会 
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１．出席者名簿 

岡 野   功  龍ケ崎市 副 部 長 兼 企 画 課 長 

二野屏 公 司  牛 久 市 次長兼政策企画課長  

髙 中   誠  取 手 市 副参事兼政策推進課長補佐  

布 袋 哲 朗  利 根 町 政 策 企 画 課 長  

北 澤 雅 志  河 内 町 企 画 財 政 課 長  

濵 田 好 洋  稲 敷 市 企 画 財 政 課 長  

大 竹 裕 幸  美 浦 村 企 画 財 政 課 長  

糸 賀 昌 士  阿 見 町 政 策 企 画 課 長  

 

龍ケ崎地方衛生組合 

荒 井 久仁夫  事 務 局 長 

風 見 光 三  事務局次長兼総務課長 

杉 山   晃  参 事 兼 施 設 課 長 

浅 野 大 樹  総 務 課 主 査 

稲敷地方広域市町村圏事務組合 

澁 谷 明 宏  事 務 局 長 

斉 田 典 祥  事務局次長兼管理課長 

根 本 成 壽  副参事兼管理課長補佐 

坪 井 智 彦  主 査 兼 管 理 係 長 

龍ケ崎地方塵芥処理組合 

小 杉   茂  事 務 局 長 

川 崎 幸 生  事 務 局 次 長 

松 本   毅  参 事 兼 施 設 課 長 

岩 橋 勇 生  総 務 課 長 

細 田 悠 介  総 務 課 副 主 幹 

                                         

午後２時５７分開会 

○風見事務局次長 本日は，どうもお疲れ様でございます。 

それでは，ただいまから，令和４年度第２回稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会

幹事会を開催いたします。 

まず，本日の資料の確認をいたします。 

 資料につきましては，昨日メールで送らせていただいております。そちらをお持ちいただ

いているかと思います。 

 まず，本日の会議次第。 

 出席者名簿。名簿につきましては，本日，新しいものをお配りしておりますので，そちら
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を参照ください。 

 次に，資料１といたしまして，稲敷・龍ケ崎地方３組合の統合・複合化に関する議会への

説明の顛末が資料１になります。 

 次に，資料２，令和４年度第１回稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会財政・管財

分科会の質疑応答（要旨）となっております。こちらが資料２です。 

 次に，資料３，各分科会の協議の進捗状況ということで，財政・管財分科会のほうからの

資料が資料３となります。 

 続きまして，資料４です。令和４年度第１回稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会

組織・人事・給与分科会の質疑応答（要旨）が資料４です。 

 次に，資料５です。稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会法制分科会回答結果，Ａ

４縦のものです。 

 続きまして，資料６です。稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化（新組合設置）計画（案）

の修正案（１），新組合組織機構についてという文章のものが１枚。 

 資料７については，分掌事務の表がございます。こちらが資料７です。 

 資料８が組織図のイメージ，こちらが資料８になります。 

 最後に，資料９です。こちらは，新組合設置計画の修正案（２），新組合の議員定数につ

いての文章の資料が資料９になります。 

 資料は以上となりますが，よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○風見事務局次長 それでは協議に入りたいと思いますが，荒井幹事長に議長をお願いい

たします。 

○荒井幹事長 それでは，次第に沿って進めてまいります。 

 協議事項（１）令和４年度第１回稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化協議会の協議事項

についてでございます。 

 来週 28日に令和４年度第１回の協議会が開催されます。 

今回の協議会では，まず，組合及び構成市町村議会への説明の顛末の報告。 

次に，今月に開催されました各分科会の進捗状況についての報告。 

次に，新組合設置計画の修正案についての説明を主にしていきたいと思っております。計

画案につきましては，そこでの決定をお願いしたいと考えております。 

それでは，まず，アといたしまして３組合及び構成市町村議会への説明の顛末についてで

す。 

５月 19日の衛生組合の全員協議会から６月７日の美浦村議会の全員協議会まで，各議会

へ令和４年度の協議体制，今年度のスケジュール等について説明をさせていただきました。 

その顛末については各市町村のほうへお送りさせていただきました。内容については御

確認いただいていると思いますが，改めてこの内容について報告をさせていただきたいと

思います。 



4 

 

○風見事務局次長 それでは，資料１を御用意いただきたいと思います。 

繰り返しになりますが，こちらは，５月 19日の龍ケ崎地方衛生組合の全員協議会から６

月７日美浦村議会の全員協議会まで，３組合の統合に関する今年度の協議体制，新組合議会

の課題，令和４年度の行程，計画案の追記修正について御説明させていただいた際の顛末で

ございます。 

それでは，内容について簡単に説明させていただきます。 

まず，令和４年度の新たな協議体制である協議会や分科会の設置についての御説明に関

しては，各議会のほうから特段，御意見などはございませんでした。 

次に，新組合議会の課題についての説明であります。 

まず，議員定数の考え方についてでございますが，定数そのものに関しましては，協議会

のほうから定数に関する素案を出していただいたほうがよいのではないかといった御意見

や，稲広組合が母体となるなら稲広組合の定数を基本に考えるのかといった御質問。 

また，定数の検討に関しましては，執行部ではなく議員の皆さんで協議するべき。３組合

の議長と構成市町村の議長での協議の場を設けてはどうかといった御意見。 

また，議員数が少なくなると意見が通らなくなるのではないかといった御意見もござい

ました。 

次に，現在の３組合の議員さんの身分についてでございますが，こちらでは統合の手法に

関して，なぜ，稲広組合を母体としたのかという御質問がありまして，こちらは計画のほう

に記載の理由を御説明させていただいたところであります。 

また，議員の身分に関しては，統合時に一旦すべて解散して新たに議員を選出する考えも

あるのではないかといった御意見がございました。 

さらに、今回，御提示させていただいた課題につきまして，どのように協議して，いつま

でにまとめていくのかといった御質問もございまして，現在の目標であります 12月の構成

市町村議会への上程に向けて，10 月頃にはまとめていただきたいというような回答をさせ

ていただいております。 

そのほかの質問といたしましては，統合によるメリットに関する御質問。また，ごみ処理

の広域化に関する御質問。職員の採用や人件費について，また，地域手当に関する御質問が

ございました。 

全体的な御意見といたしまして，急ぎすぎではないかという御意見。また，今後も丁寧に

説明をしてほしいといった御意見もあったところでございます。 

今後も議員さん個人，または議会を通して御質問や御意見などもいただく可能性もござ

いますので，その際は丁寧に対応していきたいと考えているところでございます。 

説明は以上でございます。 

○荒井幹事長 ただいま説明がありましたが，この件について何か御意見等ありましたら

お願いいたします。 

〔質問なし〕 



5 

 

○荒井幹事長 よろしいでしょうか。 

 それでは，次に，イ 財政・管財分科会の進捗状況についてです。 

 先週 15日に第１回目の分科会を開催しておりますので，そちらの報告をお願いいたしま

す。 

○川崎事務局次長 財政・管財分科会の説明をいたします。資料は３番を御用意いただきた

いと思います。 

 担当しております塵芥処理組合の川崎と申します。よろしくお願いします。 

 座って説明いたします。 

 資料３にございますとおり，第１回の財政・管財分科会は６月 15日に開催いたしました。 

 ８市町村の財政担当課長さんに御出席いただいております。 

 そこで出された主な意見，御質問について何点か御紹介したいと思います。 

 やはり財政担当の課長さんですので，市町村の分担金についてはいろいろ御意見をいた

だきました。協議内容，質問等にあるように，例えば（２）のほうで議会費及び総務費の削

減額が約 830 万円とのことであるけれど，実際にふたを開けてみたら各市町村の分担金を

試算したら令和４年度よりも増額になってしまったというようなことはないようにしてほ

しいということでございます。そういった意味で，議会費や総務費の削減額がポイントにな

るというようなお話がございました。 

 その下，（３）にありますように，計画ではシステムの導入とかいろいろあるんですけれ

ど，初年度からそういう増額要因となるようなことは，なるべくしないでほしいということ

で意見がございました。 

 また，地域手当につきましても，現在，案のほうでは行政職９％，消防職３％ということ

で示しておりますけれど，前年度の分担金の範囲の中で納まるような地域手当の支給割合

の設定はできないかというような御意見もありました。 

 そのほか（４）にありますように，現在の組合の基金は，新組合設置後も別々に管理する

ということ。 

そして，具体的な事務作業として，（６）にありますように，令和４年度の補正予算に計

上して対応していくものと，令和５年度に計上するものをきちんと仕分けした上で事務作

業を進めてもらいたいというような話。 

あと，（７）にございますように歳出に対する財源を明確にすること，そして，全体を把

握できるように資料のほうも，予算の説明資料を作成してもらいたいというような御意見

がございました。 

続きまして，その下の大きな２番の検討課題と対応案というふうにございます。これは分

科会でも説明したんですが，これまでの計画案や，これまで行ってきた会議の中で，この点

はどうするんだというような意見がいくつか出ておりまして，このような案で分科会のほ

うでは考えていきたいというようなことをまとめた表でございます。 

まず，（１）の予算・決算関係ですけれど，主だったところを申し上げますと，これまで
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も説明してきたように，分賦金割合は現行どおり。あと，基金や令和４年度の剰余金は市町

村には返金せず，新たな組合の特別会計に引き継いでいくこと。また，新組合に設置する基

金については，各特別会計ごとに現行の基金を継続して設置するというような方向で検討

していきたいと思います。 

（２）の設置備品についてでありますけれど，一番上に電話回線とありますけれど，主た

る事務所が現在の塵芥組合の事務所になりますので，今度はそこに稲広の番号を，現在の塵

芥の事務所に移設するような形での整備を行っていくということ。また，稲広のほうでは本

部と出先の消防署など，出先機関と内線でつながるような設定になっているとのことでご

ざいますので，そういった内線でつながるような電話回線の整備を行いたいと思っており

ます。これは，予算措置としては今年度の補正予算で対応して，現行の３組合で費用は負担

するというようにしたいと思います。 

そのほか，電話機の台数とか備品，次のページにあります公用車，駐車場などいろいろご

ざいますけれど，これは基本的には現行どおりとしまして予算措置は特段必要ないという

ふうにしていきたいと思います。 

そのほか，登記の費用，いろいろ各組合で不動産の登記がございますので，新たな組合，

稲敷広域の名義になるわけですけれど，名義やその所在地などの登記の変更手続きがござ

いますけれど，それは来年の４月１日が原因の日となりますので令和５年度の予算での対

応としていきたいと思っております。 

続きまして，（３）の電算関連です。一番上にインターネット環境整備についてというふ

うにありますけれど，今度は事務所が一つの組合で分散した事務所になってきますので，職

員を配置する事務所や施設に対してこういった環境整備を行っていきたいと思っておりま

す。 

将来的には，電算の一番下にありますように，庶務事務システムとか電子決裁といったシ

ステムの導入も検討していきたいと思いますので，その前段として今年度の補正予算で環

境整備を行っていきたいと考えております。費用負担は現行の３組合で行っていきたいと

思います。 

あともう一つ，財務会計システムですけれど，現在の３組合は内田洋行さんの財務会計シ

ステムを使用しております。それを今度一つのシステムに統合するような作業が必要にな

ってきますので，若干ですが改造費用が必要になってくると思われます。こちらについても

令和４年度の補正予算で対応してまいりたいと思います。 

そして，（４）のその他ですけれど，例規の整備について，前回，業者への委託というよ

うな提案もいただいておりまして，やはり自前でやっていくには時間も手間もかかります

ので業者に委託していきたいと思います。例規の数が一番多い稲広さんのほうが主体とな

って進めていきたいと思います。こちらの費用については，令和４年度の補正予算で対応し

て現行の３組合で費用は負担していくというふうに考えております。 

最後に，議会のライブ中継の問題もあったんですけれど，これは新組合移行後の検討課題
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として令和５年度以降の継続検討としたいと思います。 

続きまして，分科会の今後の作業について，大きな３番を御覧いただきたいと思います。 

まず，人件費の試算でございます。 

こちらは，組織・人事・給与分科会，稲広さんとの共同作業になってまいりますが，この

あと説明があるかと思いますが，組織図を基に現在３組合に所属する職員を前提に，各所属，

役職へ仮ではありますけれど職員の張付を行った上で人件費を試算していきたいと思いま

す。その中で，このあと説明があるかと思いますが，会計管理者兼会計課長の配置によって

課長級職員の１名増，あと職務の級，会計管理者や所長クラスの職務の級を何級とするかと

いったことの検討が必要になってくるかと思います。 

続きまして，行政職の職員の人件費の試算で，これは個人ごとに試算ができると思います。

給料につきましては，新組合設置によって上位の級に昇格する職員もいるかと思いますけ

れど，今年の４月１日現在の級と号給を基に，昇格はさせないで４号給を昇給させた上で試

算していきたいと思います。 

また，管理職手当は定額制のため，役職に応じて試算できるかと思います。その際に 10％

のカットをするかしないかの２パターンでの検討が必要かと思います。 

続きまして，地域手当の支給割合の決定ですけれど，現在，行政職９％，消防職３％とい

うことで提案をしております。県の市町村課のほうでは，なかなかそれでは説明がつかない

のではないかという回答をいただいていることや，地方公務員法上の平等取扱いの原則な

ども踏まえて，今後，この地域手当の支給割合については検討，決定が必要であると考えて

おります。 

次のページの④ですが，その他の職員手当や共済費の負担金につきましては，現行制度に

より試算ができると考えております。また，同じ共済費の公務災害負担金，非常勤公務災害

の負担金につきましては，令和４年度当初予算と同額で試算をしてまいりたいと思います。 

その下，総務管理費の仕分けでございますけれど，各事業費は新たな組合におきましても

特別会計のほうに引き継がれてまいりますが，議会費や総務費に関しましては基本的には

一般会計に入ってくると思います。しかしながら，総務管理費の中では，例えば塵芥の例で

すと事務所の電気などの契約が，事務所と工場で一本としているようなものもございます

ので，それを何らかの形で仕分けしまして，新組合になった際には一般会計で計上すべき額，

それと事業に関するものは特別会計で計上する額というふうに二通りの仕分けがされるべ

きと考えておりますので，現在，その総務管理費の仕分けにつきましては，３組合のほうで

調査をしているところでございます。 

こういった作業をしまして，令和５年度の予算のシミュレーションを行っていきたいと

思っております。 

財政・管財分科会は以上です。 

○荒井幹事長 ただいま説明がありましたが，何か御意見等ございましたらお願いいたし

ます。 
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〔質問なし〕 

○荒井幹事長 よろしいでしょうか。 

 続きまして，ウ 組織・人事・給与分科会の進捗状況についてです。 

 この分科会につきましても先週 15日に開催しておりますので，その報告をお願いしたい

と思います。 

○坪井管理課主査 稲広組合の坪井でございます。 

 組織・人事・給与分科会の進捗状況について報告いたします。説明は着座で失礼いたしま

す。 

 資料４を御覧ください。 

６月 15日に第１回目の分科会を開催いたしました。会議の中では今年度の協議体制，分

科会での協議事項，スケジュールについて御説明いたしました。 

説明に対する質疑の内容は資料のとおりですが，新組合の組織については，計画にお示し

したイメージ図に対する修正案を御提示しております。こちらについては，のちほど衛生組

合から御説明いたします。 

給与に関しては，地域手当に関する御質問がございました。会議の中では，人事課長さん

が出席する会議としては初の会議だったため，情報が行き届いていない部分が若干ありま

したので，会議後に，御出席いただいた課長さん方に分科会での協議内容も踏まえて御意見

をいただきたい旨のメールを送信しております。現在取りまとめ中でございます。 

今後は，市町村からいただいた意見の整理，また，公正な給料体系の確立のため，３組合

職員の給与履歴の分析などを進めていく予定でございます。 

組織・人事・給与分科会の進捗状況については，以上でございます。 

○荒井幹事長 ただいま説明がありましたが，何か御意見，御質問等ございましたらお願い

いたします。 

 龍ケ崎市さん，どうぞ。 

○岡野龍ケ崎市企画課長 龍ケ崎市です。 

龍ケ崎市では，分科会が開催される前に庁内でそれぞれの担当を集めて情報共有とか，龍

ケ崎市として統一的な見解を持って臨もうという形で，情報共有はやっているんですけれ

ど，その中で組織についてですけれど，今回の資料８にも修正ということで示されているん

ですけれど，統合・複合化を検討するに当たってのポイントは，ごみ処理の広域化が大きな

メリットにもつながる話ですし，今回の統合・複合化のポイントの一つかなと思っておりま

す。 

そういう中で，当初あったプロジェクトチーム，当初の計画図に入っていましたよね。 

○荒井幹事長 ありました。 

○岡野龍ケ崎市企画課長 統合・複合化推進プロジェクトチーム，それが今回なくなっちゃ

っているので。 

 塵芥さんの施設については，令和 13年度に更新時期を迎えて，牛久市さん，阿見町さん
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も更新時期を迎えるという中で，９年後ということで，時間があるようでないような期間だ

と思いますので，元々，まずは統合を進めるということで話していたと思うんですけれど，

設立時点でのプロジェクトチーム設置について検討いただければと思います。 

○荒井幹事長 その点ですけれど，龍ケ崎市に限ってですけれど，御存知のようにごみ処理

基本計画，最上位の計画なんですね。ごみ行政の。 

その計画が今年と来年，２カ年で作って初めて今後の進め方，どういう方向性で進めるの

か決まってきてようやく事務レベルでもその計画に沿った動きができるようになる。 

 それまでは，具体的な協議と言っても形ばかりになってしまうのかなということで，組織

のほうでは企画財政課の企画グループのほうで，まずは受け皿になってやっていければな

と。 

具体的には，ごみ処理基本計画ができた段階で，関係市町村ありますよね，牛久市さん，

阿見町さん，そちらのごみ処理基本計画との整合をとるしかないんですけれど，２年間でそ

ちらとの整合を図りながら，広域化という部分で共通した取組を，牛久市，阿見町のほうに

も入れていただく。 

そういったことをしながらプロジェクトチームについては正式に作っていくべきかなと

いうことで，何もやらないということではなくて，企画グループのほうでやっていければな

と，まずは思っています。 

○岡野龍ケ崎市企画課長 わかりました。 

今回の統合の目玉になるような取組だと思いますので，そういったことを示す上でも設

立当初から，プロジェクトチームじゃなくても，例えば準備室とか，このあとこういうスケ

ジュール，こういうふうに進めていきますよとか，そういうの検討していくような組織的な

ものを位置づけておければいいなと思いますので，検討いただければと思いますのでよろ

しくお願いします。 

○荒井幹事長 取組んでいくんだよという姿勢を組織にも出していくということだと思う

んですけれど，その辺は考慮して企画調整グループですけれど，ここにごみ処理広域化担当

などという表現を入れながら，構成市町村のほうに説明できればと思います。 

 そのほかいかがでしょうか。よろしいですか。  

 続きまして，エ 法制分科会の進捗状況についてです。こちらは書面開催という形で行っ

ておりますので，その結果等について報告をお願いいたします。 

○坪井管理課主査 引き続き御説明させていただきます。 

 法制分科会につきましては，６月 17日を締切りとして書面会議を開催いたしました。 

資料５を御覧ください。回答結果をまとめたものでございます。御提案した協議内容につ

いては，全市町村から賛成との御回答をいただいております。 

 龍ケ崎市さん，取手市さんからは，個別意見として記載のとおり御意見をいただいており

ます。龍ケ崎市さんからは質問のような内容であったため直接御連絡をし，業務委託の範囲

は規約だけではなく条例以下全ての例規を予定していること，改正案の作成は業務内容に
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盛り込む予定であることを御説明し，理解を得ております。 

 稲広組合におきまして，７月４日の臨時会に複合化の例規整備に関する補正予算を上程

しておりますので，議決後，契約事務に着手し，作業に取りかかる予定になっております。 

 法制分科会の進捗状況については，以上でございます。 

○荒井幹事長 ただいま説明がありましたが，何か御質問，御意見等ございましたらお願い

いたします。 

〔質問なし〕 

○荒井幹事長 よろしいですか。 

 続きまして，オ 稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化（新組合設置）計画（案）につい

てです。 

 先ほど申し上げましたように，28 日に開催する協議会においてこの計画の決定をお願い

したいと思っているところですが，またいくつか修正を行いたい部分が生じましたので，ま

ずはその説明をさせていただきます。 

○風見事務局次長 それでは，稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化（新組合設置）計画（案）

の修正案について御説明させていただきます。 

本日，資料といたしまして以前メールでお送りしました計画の冊子をお持ちいただいて

いると思います。そちらも御用意をお願いいたします。 

それでは１点目の修正でございます。冊子のほうの 56ページをお願いいたします。 

統合・複合化の骨子の（１）にあります新組合の組織機構の中での修正でございます。先

ほど，組織・人事・給与分科会からの報告にありましたように，こちらに新たな組織案を提

案したいと考えているところでございます。具体的には，新組合に独自に会計管理者を設置

したいと考えているところでございます。 

 現在の３組合の規約では，組合の会計管理者は管理者の属する市町村の会計管理者をも

って充てるとしていることから，管理者に変更があった場合には，その都度，会計管理者も

変わることとなり，事務局から遠方の市町村となった場合には，時間的なロスなども生じ，

非効率となっているところでございます。 

また，統合後の新組合では，これまでより会計の事務量が増大することが予想されますこ

とから，会計事務を正確かつ適正に処理することができるよう新組合に会計管理者を設置

することとし，会計管理者の補助機関として会計課を併せて設置したいと考えているとこ

ろでございます。なお，会計管理者は，会計課長を兼務することを基本としたいと考えてい

るところでもございます。 

ここで，資料の６，７，８を御用意いただきたいと思います。併せて，冊子につきまして

は 59ページをお願いいたします。 

計画の修正案でございますが，まず，資料６の１番にありますように，冊子の 59ページ

のほうに検討に際して認識しておくべき事実の５番が一番上に記載され，表が添付されて

おります。このあとに６番といたしまして現在の３組合の会計処理の現状についての文言
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を追加したいと思っております。そちらが，資料６に記載の文言であります。 

続きまして，冊子の 60ページをお願いいたします。 

冊子の 60 ページには，２基本的な考え方の黒丸の 10 までが記載されてございますが，

こちらにも新たに黒丸の 11番として，資料６の２番に記載がありますように，新組合に会

計管理者を設置する旨の記述を追加したいと思います。内容につきましては資料６の黒丸

の 11番の内容を追加したいと思っております。 

さらに，冊子の 60ページに表５－８というものが記載されております。こちらの表に関

しても修正が必要となってまいりますので，こちらは資料７です。資料７をお願いいたしま

す。冊子のほうと比べていただきますと，総務課の中の会計グループ，こちらを総務課から

外しまして，新たに塵芥管理課の下に会計課ということで，会計グループを新たに記載する

ような修正を考えているところでございます。 

また，冊子の 61ページ，先ほど話もありましたが，組織図でございます。組織機構のイ

メージ図が現在 61ページに記載がございますが，こちらにつきましても，資料８のように，

比べていただきますと総務課の会計グループを削除しまして，新たに会計課を設置しまし

て会計グループというような形での組織図の修正をしたいと考えているところでございま

す。 

以上が組織に関する修正案でございます。 

続きまして，資料９をお願いいたします。  

併せて冊子のほうは 78ページをお願いいたします。骨子の（５）新組合の議員定数につ

いての内容の修正案でございます。 

統合後の新組合は，共同処理する事務ごとに構成市町村が異なる複合的一部事務組合と

なることから，組合の規約には，その議会の議決すべき事件のうち当該一部事務組合を組織

する市町村の一部に係るもの，その他特別の必要があるものの議決の方法について特別の

規定を設けることができるとされております。いわゆる特別議決の規定でございます。 

統合後の新組合では，消防，水防及び塵芥処理事務に関する議案に対する議決がその特別

議決に該当してくると思われますが，その特別議決を考慮した場合，議員定数が現行の３組

合の議員総数 61名いらっしゃいますが，その過半数を超えて過大になることが推測されま

すことから，新組合の議会においては，特別議決の要件を除外するという修正案を考えてい

るところでございます。 

まず，冊子を御覧いただきたいのですが，79ページでございます。こちらの表５－19の

下にいくつか注釈がございます。この少し下に参考ということで，議員定数を検討する際の

要素というものが４項目記載がございますが，その（２）塵芥事務及び水防事務の特別議決

の要件という記載がございます。こちらのほうを削りまして，その後ろにあります（３），

（４）を一つずつ繰り上げるというような形での修正を考えております。 

次に，冊子の 80ページをお願いいたします。こちらには，２基本的な考え方の記載がご

ざいますがその黒丸の１番，こちらの上から４行目になります構成市町村別の議員数のバ
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ランスの後です。点がありましてさらには消防事業，水防事業及びごみ処理事業に係る特別

議決の要件に配慮するものとしますとありますが，点から「さらには消防事業，水防事業及

びごみ処理事業に係る特別議決の要件」までを削除する修正案でございます。 

さらに，同じ 80 ページの下に，３まとめの記述がございます。こちらにつきましては，

資料９を御覧いただきまして，資料９の３番，こちらに冊子 80ページの３まとめの記述を

次のように修正しますということで先ほど来御説明しているような内容が記載されている

ところでございます。まとめのほうをこちらに修正したいという案でございます。 

最後の修正案でございますが，こちらは，資料のほうは御用意しておりませんが，今回の

議会への説明や分科会のほうから御意見，御質問があった職員の地域手当の支給率に関し

てでございまして，改めて検証が必要であると考えたところでございます。 

現在の計画案では，当面は，行政職は９％，消防職は３％と現行の支給率とすることを基

本としておりますが，こちらについて，改めて県の市町村課に伺いこの件について御教示を

いただきたいと考えているところでございます。その市町村課との協議の結果を踏まえま

して，こちらの計画について修正が必要であれば，こちらを修正していきたいと考えている

ところでございます。 

計画の修正案については，以上でございます。 

○荒井幹事長 先ほど岡野課長さんからもありましたけれど，資料７の企画財政課の企画

調整グループの主な事務分掌，協議会開催の時には先ほど言ったようにごみ処理の広域化

に関することという表現を入れておきたいと思います。 

○岡野龍ケ崎市企画課長 資料７で言えば，下の塵芥広域化推進チームと斎場複合化推進

チームは，これ当初はできないという先ほどの話。 

○荒井幹事長 できないですよね。 

○岡野龍ケ崎市企画課長 であれば分けて表現していただいた上で企画財政課の企画調整

グループに，所管となって広域化の準備をするというような文言を入れておいていただい

たほうが，姿勢を示す上でもよろしいかなと思います。 

○荒井幹事長 総務課から会計課までは設立当初。塵芥広域化推進チーム，斎場複合化推進

チーム，これは新組合発足後というようなことで，以降ということで分けて表記していきた

いなと思います。そういうふうにちょっと修正してください。 

○風見事務局次長 はい。 

○荒井幹事長 ただいまの説明ですけれど，大きく３点ございました。 

 まず，組織・人事・給与分科会でも協議していただきましたが，会計管理者を独自に設置

し，現在の組織図案の総務課の会計グループを会計課として独立させる修正案。 

次に，議員定数に関する部分で，特別議決に配慮し定数を検討するとしている部分の削除。 

そして，議会や分科会でも御質問があった職員の地域手当に関する部分の３点となりま

す。 

 組織及び議員定数に関する修正案については，今回の資料を提示して御説明をしていき
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たいと思っておりますが，地域手当に関しましては，県の市町村課に３組合の状況を御説明

した上で改めて御教示いただきたいと思っております。 

 そのようなことから，計画（案）の決定については，地域手当に関する部分を除いた部分

について 28日の協議会では決定をお願いして，地域手当に関する部分については，次回８

月２日に開催を予定しております協議会の中で決定をお願いしたいと考えております。 

 この件に関しまして，何か御意見，御質問等ありましたらお願いいたします。 

○濵田稲敷市企画財政課長 一つよろしいですか。 

地域手当の件なんですけれど，議会の全員協議会で御説明していただいたときも，やはり

議員さんから意見というか質問があったと思うんですけれど，今の話だと県の市町村課の

ほうに相談に行くということで，８月２日の協議会で決定するということなんですけれど，

８月２日の協議会で決定する内容としては，今の方針としては９％，３％でとりあえず一緒

になって，計画書の中では数年後に国の見直しがあるのでその内容を鑑みて検討しますよ

っていうまとめ方だと思うんですけれど，そのことを決定するのか，それとも今後どうする

かっていうことをずばり決定するのかどちらですか。 

○荒井幹事長 とりあえず県のほうで，計画に盛り込んだ内容，その点を説明させていただ

きながら市町村課の担当者，どのような法的な根拠をもって地域手当の設定をできるのか

どうかも含めて，見解をいただければなと思っています。 

○濵田稲敷市企画財政課長 じゃあ選択肢っていうか，書きぶりというか，結論としては今

と同様の形になる場合もあり得るし，材料がそろえばその内容に直すしっていうそのぐら

いの感じっていうことですか。 

○荒井幹事長 そうですね。市町村課のほうで，何か私どもの提案に対して法に触れる，抵

触するようなそういった御意見，御見解を示された場合にはそれはそれでやはり修正して

いくしかないですし，その辺を踏まえた上で協議会のほうに御報告をしていきたいと思っ

ています。 

 その場で了解を得られれば，それはそれで決定の承認をお願いしたいと思っております。 

○濵田稲敷市企画財政課長 取扱いの原則なんかも記述があるんですけれど，例えば国の

方針も 180 度変わるような方針が出るかっていうとなかなか正直考えにくいのかなってい

うのも推測されるかと思うんですけれど，例えば９％に単純に上げるということだけでは

なくて，例えば県なんかは出先と合わせて全部６％にしていると思うんですけれど，そうい

う案なんかも含めて検討していくような理解でよろしいですかね。 

○荒井幹事長 ある程度，県のほうの見解っていうのは大きな意味を持つと思いますので，

それに沿った形で改めて検討していくしかないのかなと思っています。 

○濵田稲敷市企画財政課長 関心高くて聞かれるものですから。 

○荒井幹事長 そうですよね。 

前から言っていますように，令和５年，６年は現状のままで，６年に出される人勧で地域

手当に言及がなされその内容について方向性が示された，率などの改定もあったという場
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合は，その内容に沿ってやっていくと，そういう書きぶりにするしかないと思っています。 

そのほか。 

○二野屏牛久市政策企画課長 今回の会計管理者，単独で置いて課を設置する。業務内容を

考えると必要だとは思うんですけれど，組織としては小さい課が二つできるイメージにな

りますよね。総務と会計。 

 そうなると，人が多いときはいいんですけれど，人が減ってくると極端な話二つの課を一

つにすると課長が必要なくなるので，一人どこかにまわせるっていうのも出てくるので，将

来を考えたときにこの組織の中，業務の見直しなんかも頭に入れておいていただきたい。 

 人が足りなくなったときに三つの課を二つにすれば一人浮いてどこかにまわせるってい

うのもあるので，今後どういう意見が出てくるかも分からないですけれど，そういうのも頭

に入れておいていただけると，新たな業務が入ったときに人を増やさず対応できるかなっ

ていうところでちょっと頭に入れておいていただきたいなと思います。 

○荒井幹事長 行財政改革の観点からも，そういった組織の見直しなどは常に意識しなが

らやっていくしかないと思っています。そのように考えていきたいと思います。 

そのほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは，分科会の進捗状況，新組合設置計画（案）について，協議会のほうへ提示して

まいります。 

 次に，その他の案件に入りますが，市町村の皆様のほうから何かございますでしょうか。 

○岡野龍ケ崎市企画課長 さっき法制分科会のところで聞けばよかったんですけれど，今

回，資料５で龍ケ崎市から意見が出されているんですが，改正案そのものを作る作業を分科

会でやっていくのは現実的に厳しいということで，今回委託されているところで改正案の

たたきを作って分科会ではそれを確認するというようなイメージでよろしいですか。 

○荒井幹事長 それで結構です。業者さんを入れますのである程度案は作っていただける

のかなと。こちらの意向に沿ってですけれど。ただ，それに全部乗っかって全部お願いしち

ゃうというようなやり方はしませんので，その辺はきちんと責任をもって対応しますので

よろしくお願いします。 

それでは，組合のほうから連絡事項があります。 

○風見事務局次長 それでは，何点か御連絡事項がございます。 

まず，この３組合の統合に関する３組合と構成市町村との連絡調整についてでございま

す。 

今年度，協議会の設置及び幹事会も設置されましたので，今後の３組合統合に関する構成

市町村との連絡調整の窓口についてでございますが，こちらは幹事会担当課であります今

日お越しの広域行政担当課さんに統一させていただきたいと思いますので，大変でもよろ

しくお願いしたいと思います。 

ですので，分科会の開催の通知文などについきましても，いったん広域行政担当課さんを

通して各分科会の担当課さんのほうへ取り次ぎをしていただくようお手数ですがお願いし
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たいと思います。 

続きまして，こちらもお願いになりますが，今回お持ちいただきましたこちらの計画の冊

子ですとか，この３組合統合に関する資料などにつきまして，各分科会の担当となっており

ます人事担当課，法制担当課，財政担当課さんのほうと共有していただきたいと思いますの

で，こちらも併せてよろしくお願いいたします。 

最後になります。次回の幹事会の日程についてでございます。 

次回の幹事会の開催は来月７月 27日水曜日午後２時から，こちらの衛生組合で開催した

いと思いますのでよろしくお願いいたします。通知文等については，またのちほど御連絡を

させていただきます。 

連絡事項については，以上でございます。 

○荒井幹事長 よろしいでしょうか。 

 協議のほうは，以上で終わります。 

それでは，これをもちまして，本日の幹事会を終了させていただきます。 

ありがとうございました。 

午後３時５２分閉会 


